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区
分

採 否 採 否 OK NG

☆仕様目的

1 （イ）人体の安全確保　（ロ）生産性品質の安定　（ハ）保守点検の容易 ○

2 電気設備技術及び法令に定められたものはこの仕様にかかわらず守ること ○

3 製作者は本仕様に基づかない別の要求がある場合には事前に承認を得ること ○

4 製作者は事前に法令等で発注者が届け出等の必要な項目については ○

担当者に申し出ていただくこと

☆電源は原則として下記のものを使用すること

1 供給電源はＡＣ２００Ｖ／２２０Ｖ　５０／６０Ｈｚ共用 ○

2 制御回路電圧はＡＣ１００Ｖ／１１０Ｖ　５０／６０Ｈｚ共用 ○

　　　　　　　ＤＣ２４Ｖ

～1.ＳＯＬ電源　ＡＣ１００Ｖ　ＤＣ２４Ｖ

～2.ＰＬ電源　　ＡＣ１００Ｖ　ＤＣ２４Ｖ

3 供給電源は１プラント又は１設備に１電源とする ○

4 総電力容量３０ｋｗ以上の設備は積算電力計を設置する

5 供給電源の電圧変動±１０％以内で各電源、電圧は負荷変動を含め ○

±１０％以内のこと

6 機能品質精度の維持が困難な場合には、設備側にてレギュレーター

定電圧装置、サイクルコンバーターの設置をする。ノイズ、高周波

発生等の可能性のある設備は、事前に設備側で対策をとること

7 ＡＣ１００Ｖ等他の電源が必要な場合は絶縁トランスを装備のこと ○

8 絶縁トランスの一次側のタップは０Ｖ～２００Ｖ・２２０Ｖとし、 ○

二次側は０Ｖ～１００Ｖ・１１０Ｖとする

9 保守用電源は専用ブレーカーを設け盤内にＡＣ１００Ｖ５Ａ２口の ○

アース付きコンセントを設けること。

（ＰＣ内蔵盤及びＮＣ制御盤に設置する）

10 ＰＣ電源は、ノイズフィルターを通し供給し、電源線は密にツイストすること

11 一次側は４００Ａが限界の為これを超える場合は事前に申し出て

打合せを行うこと。

12 制御盤メインブレーカーの一次側は感電防止を考慮しカバーを施工すること

13 制御盤メインブレーカーの一次側にカバーがあれば

別置のナイフＳＷ等の必要はない

14 制御盤内にメインブレーカーを設置する場合は、メインブレーカーの

一次側に直接接続すること

15 アースボスは、メインブレーカー付近に設置すること

検　収
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仕　　様　　内　　容№

実施不可

特殊仕様として実施

製作者標準仕様範囲


